
インターハイで大健闘小日高イレブン
3回戦で惜 しくも敗退 ベ ヌt卜 16に
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′4年ぶ グの全国大会
8月 2日 に第 1回戦が行なわれた。

相手は北陸高校 (福井県代表)で松

山商科大学御幸グラウン ドで 13時
15分キックオフ。 14年ぶ りの全国

大会出場 とい うことで小田高生徒を

はじめとして OBた ちからの期待の

重み と、会場の雰囲気の圧迫に堪え

られなかったのか、試合前半の選手

たちの行動は、異常にも思えた。瀬

戸先生の指示が選手たちに思 うよう

に伝わらなく、選手たちの足はガタ

ガタ震え、ひざが曲げられない状態

だつた。神奈川県大会を勝ち抜いた

自分たちの実力を出しきれず、試合

の流れは相手にあつた。そして、ま

んまと先取点は相手校に。 しかし、

点を取 られたとい うことで、あがっ

ていた選手たちも多少落ちついてき

たのか、多田君のコーナーからのヘ

デイングシュー トで同点。これで落

ち着きを見せたかに思えた選手たち

もまだあがっていて、またまた 1点

取られて しまった。このまま前半は

終了し、 1-2で 後半に臨んだ。

貞″ 多婦さんぞ
前半 と後半の間のハーフタイムの

時、瀬戸先生は選手たちに渇を入れ

た。
「負けた ら帰 さんぞ。」この一声に

目覚めたのか、前半が終わってよう

や く落ち着きを取 り戻 したのか、後

半、選手たちは、自分たちのプレー

を行つた。力石君の同点シュー トの

あと、塩浦君の PKな ど3点を奪い、

差を 3点 として試合を決定的なもの

にした。結局 5-2と 前半のプ レー

を除けば、まずまずの勝利。この試

合についてキャプテンの内山君は、
「前半あがつて しまつて、プレーが

しつかりできなかった。 しかし、後

半は調子が良かった。」 と語ってく

れた。

第 2回戦は、強豪佐賀商葉 (佐賀

県代表)が相手。 8月 3日 、私立愛

光高校グラウン ドで行なわれた。佐

賀商は、 1回戦で磐城商高 (福島県

代表)を破つてきたチームだ。毎年

良い成績を収めるため、優勝候補の

一角とされていた。相手が相手だけ

に、選手全員の意気込みは大変なも

のだった。選手たちの心の中は、「強

い相手だから、がんばってみよう。」

とい うことだつた。一方、瀬戸先生

は、相手チームの長所や短所をする

どく指摘 して、相手チームの短所を

引き出し、なおかつ自分たちの良い

面を出すようにとア ドバイスした。

一見難 しそ うなこのア ドバイスを選

手たちは忠実に守つてプレー した。

強豪佐賀商 とはいえ、これだけのプ

レーをされればひとたま りもなく、

前半橋本君のシュー ト、後半塩浦君

のシュー トで 2-0と して試合を決

めた。

″多前のテー∠7-クτ
キャプテンの内山君の話では、こ

の試合が一番苦 しかったそ うだ。や

はりいくら自分たちが完璧なプレー

をしても相手は必死である。また、

強豪 といわれるほどだから、個人技

は小日高のそれを大きく上まわって

いた。 しかし持ち前のチームワーク

の良さと自分の力を出しきったこと

によつてこの難関を乗 り越えた。こ

の勝利は、各選手もとてもうれ しい

らしく、後半の得点の時、シュー ト

を決めた塩浦君は得意のガッツポー

ズをしたそ うだ。

選手たちは、佐賀商に勝った自信

と期待を持 ち翌 日の 3回戦に臨ん

だ。

庸・羅 θ〃の3回戦
3回戦は 8月 4日 、運動公園球技場

において、松江南高校 (島根県代表 )

と行なわれた。 この 日は、雨・寒 さ

・風 。芝生と悪条件が重なり、台風

のような天候の中で行なわれた。グ

ラウン ドは水がたまっていて、ボー

ルさばきが思 うようにできない状態

だった。バスをする際小田高チーム

はボールを転がしてしまった。その

ため水の抵抗を受けボールは思 うよ

うに味方に伝わらず、相手にインタ

ーセプ トされた。



浮き麟を″
瀬戸先生は、「ボールを転がさず、

あげてバスしろ。」 と指示 したが選

手たちにあまり通 じなかった。小田

高チームが負けて しまつた原因はも

う1つ あろう。それは昨 日、強豪佐

賀商に勝つたことだ。佐賀商に勝っ

たことでチーム全員安心しきつてい

た。松江南高をあまく見ていたのだ。

松江南高のチームは、バスと速攻が

うまかつたので小日高が試合の流れ

をもつていたが速攻でや られてしま

つた。橋本君がけがしていた時 1点

がはいつてしまったし、また うまい

速攻でもう1点。小日高チームは、

押 していながら点がはいらなくて、

ずるずると自分の力を出さぬまま 2

-0と 松江南高の前に屈した。キヤ

プテンの内山君は 「勝てると思つた

が、相手が うまかった。」 と話 して

くれた。ちなみに松江南高は小日高

を破った後、ペス ト4入 りを果たし、

その力を見せつけた。

次の試合では、浦和南 (埼玉県代表 )

も敗れるとい う大波乱もあり、その

日のグラン ドコンディションの悪 さ

を物語つている。相手も同じ条件だ

つたので しょうがないがとにかく残

念な試合結果 となって しまった。

大会を終え て
「よくがんばった。」 と言われる

のは瀬戸先生。「みんなよくやって

くれた。」 と言 うのはキャプテンの

内山君。選手全員がいっしょうけん

めいボールを追い、泥まみれになっ

て練習 した結果、14年ぶ りの全国

大会でベス ト16入 りしたのだろう。

この大会を終え、サッカー部全員

が大きな自信を得たことだろう。ま

た、今後の大会の期待もふくれあが

つていることだろう。今度の大きな

大会は、正月に行われる大会だ。テ

レビでも放送 され、みんなの関心が

高い大会だ。この大会に対 して、現

在のレギュラーは全部残 り、大会に

備え練習するとい う。正月 といえば、

1月 に行われる共通一次が思い出さ

れるが、 レギュラーはほとんど力` 3

年生。進学に影響はないのかと心配

だが、キャプテンの内山君は、「勉

強 とサッカーの両立をめざす。」 と

笑顔で答えてくれた。高校野球で、

都立校 として初めて甲子園行きのキ

ップを手に入れた国立高校にできて

小田高にできないわけはない。両立

こそ、あるべき姿ではないだろうか。

ぜひともがんばって出場 してもらい

たいものである。最後にキャプテン

の内山君に苦 しかった事はと聞くと

「やつぱり佐賀商戦がいちばん苦 し

かった。」と答えてくれた。

以上小日高新聞より
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